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論文の内容の要旨
　本論文は，ネットワーク上に分散した異種情報源の統合利用に関して，新たな方式を提案したものである。従
来型のデータベースに加えて，近年，電子図書館，電子商取引，WWW等の応用を申心に，SGMLやXML等の構
造化文書の重要性が認識されている。このような背景のもとに，本研究では，構造化文書リポジトリ，WWW，
リレーショナルデータベースの統合利周を具体的な対象とし，主に以下の三つの側面から研究を行っている。
　第一は，上記情報源の統合利用を実現するための新たなデータモデルの研究である。本研究提案のデータモデ
ルは，入れ子型リレーション構造と抽象データ型を組み合わせたデータ構造を基本とする。また，構造化文書と
リレーション構造の動的な相互変換機能を特徴とする代数操作系を提案している。これにより，構造化文書リポ
ジトリ，WWW，リレーショナルデータベースの対称的な統合操作を可能とする。また，構造化文書とリレーショ
ンの両データ表現の特徴を生かしたデータ操作を記述することができる。
　第二は，上記データモデルを用いた統合利用環境における，問合せ処理方式の研究である。これに関しては，
対称的な情報源の統合利用を行なう際の，各種情報源の問合せ処理能力の活用や，構造化文書処理の効率化の方
式を提案している。具体的には，新たな変換規則を導入した問合せの書き換え方式を提案している。この結果，
従来方式に比べて，情報漁固有の問合せ処理能力をより有効に活用した問合せ処理が可能となる。また，構造化
文書の遅延転送の仕組みを提案し，情報統合の際に必要な作業領域の低減等が計れることを示している。
　第三は，視覚的操作系による異種情報源統合利用支援の研究である。本視覚的操作系では，多量のデータ群か
ら操作対象となるデータ集合を識別するため，メタデータとデータに対するブラウジングと間合せを組み合わせ
た対話的情報探査機構を提供する。また，識別されたデータ集合を操作するための，新たな視覚的データ操作言
語を提案している。
　以上に加え，本論文提案内容に基づくプロトタイプ晴報統合システムの設計，実装を行っており，システム実
現上の問題点の検討を行うと共に，提案方式が実装可能であることを示している。
審査の結累の要旨
異種情報源の対称的な統合利用を目的として本論文で提案されているデータモデルは，本研究に独自なもので
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ある。また，当該データモデルの導入に伴う問合せ処理や利用者インタフェースに関する問題点について検討し，
それら問題点に対応するための新たな機構を提案している点，さらに，プロトタイプ実装を通じて，その実現可
能性を検証している点も評価できる。以上より，本研究は情報工学上の貢献が大きいと判断される。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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